
情 報 科 学 習 指 導 案 

単元名（題材名）「データの活用」 
令和５年 10 月 第１学年  指導者 森口 秀徳 

                            

Ⅰ 単元（題材）の構想 

１ 単元観（題材観）   

 本単元では、データの蓄積、管理、提供する方法、及び情報通信ネットワークを介して情報システ

ムがサービスを提供する仕組みと特徴について理解することを目指す。また、データを表現し、蓄積

するための方法、データの収集、整理、分析する方法についても学び、これらの技能を身に付ける。

さらに、情報システムが提供するサービスの効果的な活用について考え、データの収集、整理、分析

及び結果の表現方法を適切に選択し、実行し、評価し、改善する能力を養う単元である。 

 

２ 研究との関わり 

 学習指導要領や県立学校指導の重点における情報の目標では「様々な事象を情報とその結び付きと

して捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。」とあ

る。データの活用においては、身近な事例が多く存在する。しかし、データがどのように収集され、

蓄積され、分析され、情報社会で活用されているかを考えることは少ない。本時で取り上げる「デー

タの活用」では、特にビッグデータに焦点を当てる。データの収集、整理、分析方法を学び、現在の

活用事例を踏まえた上で、データの活用方法を主体的に考察する活動は、扱いやすい題材である。 

 

３ 単元（題材）の目標及び児童（生徒）の実態 

 目 標 児童（生徒）の実態 

知識及び技能 ・データを表現、蓄積するための表し

方とデータを収集、整理、分析する方

法について理解し技能を身に付ける。 

・中学校で散布図や箱ひげ図の基本的

なことは学んでいるが、実際の活用経

験は不足している。また、データの種

類やビッグデータ、データマイニング

などの用語の意味を理解していない生

徒も少なくない。 

思考力、判断力、 

表現力等 
・情報システムが提供するサービスの

効果的な活用について考えるととも

に、データの収集、整理、分析及び結

果の表現の方法を適切に選択し、実行

し、評価し改善できる。 

・データを問題の発見や解決に活用し

た経験が少ないため、必要なデータを

取捨選択する力や整理する力等の活用

能力が高くない。また、データを分析

する力も合わせて身に付ける必要があ

る。 

学びに向かう力、 

人間性等 
・情報技術を適切かつ効果的に活用し

ようとする態度、データを多面的に精

査しようとする態度、情報セキュリテ

ィなどに配慮して情報社会に主体的に

参画しようとする態度が身に付ける。 

 

・数字、数式、グラフ等を用いること

に対して苦手意識があるが、前向きに

学習できている。しかし、データやグ

ラフの活用等の場面では、主体的に取

り組むことが難しい生徒も少なくな

い。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ・データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信ネットワークを介して情報シス

テムがサービスを提供する仕組みと特徴について理解し、データを分析するため

の基本的な技能を身に付ける。 

思考・判断・ 

表現 

・必要なデータの収集、整理、分析及び結果の表現方法を適切に選択、実行、評

価することができる。また、分析の目的に応じた方法を選択、処理した結果を多

面的な可視化を行うことにより、データに含まれる傾向を見出すことができる。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・問題の発見、解決にデータを活用するため、適切なデータの選択や、分析の仕

方、解釈の仕方について、粘り強く取り組み、試行錯誤を通じて改善しようとし

ている。 

 

 

 



５ 指導及び評価、ICT 活用の計画（全４時間：本時第２時） 

時 

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

１ ■データの種類や分類を知り、データの活用

の基礎を理解する。 

□データの種類や尺度水準、データの活用の

手順や方法について学ぶ（★）。 

□ビックデータやデータマイニングについて

の定義や基礎的な概念を学ぶ（★）。      
 

 

 

 

 

 

○   ◆データの種類や活用、ビックデ

ータやデータマイニングについて

理解している。 

＜ワークシート（知）＞ 

２ 

 

本

時 

■身の回りのビッグデータの活用事例とデー

タの収集方法を知り、ビッグデータの社会的

な有用性を考察する。 

□ビックデータに関して、様々な観点で調べ

これからの活用方法を考察する（★）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●  ◆班で決めたテーマについて新た

な気付きや考えを加えて考察した

内容をまとめている。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

３ ■データ分析に必要なグラフや考え方の基礎

を理解する。 

□散布図と相関係数、箱ひげ図と四分位数と

いったデータの分析方法の基礎を学ぶ（★）。 

●   ◆散布図や箱ひげ図と行ったグラ

フの作成方法を知り、相関係数や

四分位数といった分析方法を理解

している。 

＜ワークシート（知）＞ 

 

４ 

 

 

■表計算ソフトを用いて、データの整理や分

析を行い、その結果から読み取ったことを問

題解決に生かそうとしている。 

□与えられたテーマに関して、表計算ソフト

を用いて、関連するデータを表やグラフを作

成し、相関係数や四分位数を用いて分析し意

見交換をする（★）。 

 

 ● ● ◆データに対して意欲的に散布図

や箱ひげ図などを作成し、相関係

数や四分位数を用いて考察し、意

見を交換する活動を主体的に行っ

ている。  

 ＜観察、制作物（思）（態）＞ 

 

［単元・題材の学習課題・問い等］ 

情報通信ネットワークを介して流通するデータに着目し、情報通信ネットワークや情報システ

ムにより提供されるサービスを活用し、問題を発見・解決する活動に主体的に取り組む。 

［本時のめあて・課題・見通し等］ 

現在のビッグデータの活用例（データの収集法、取り扱い上の注意点、分析方法）を調べ、 

これからのビッグデータの在り方（可能性）を考察してみよう。 



Ⅱ 第２時の学習 

１ ねらい ビックデータが情報社会に及ぼす影響について、身近な活用事例を調べ、身の回りの事

象と結び付けて活用方法や考慮すべき点などを科学的な見方・考え方を働かせて考察し、

情報社会でビッグデータを活用できるようにする。 

 

２ 展 開   

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

   ◆評価項目（観点） 

１ 本時のめあてをつかむ(★)。          

（導入２分） 

 

○情報技術活用シート（ワークシート）がスム

ーズに取り組めるよう作業手順とタイムスケ

ジュールを事前に示す。 また、身近な例と

して SNS にもビッグデータが用いられている

ことを示す。 

 

 

 

 

 

２ 個別で身近な事例を挙げる。情報技術活用シ

ートの設問１に取り組む（★）。 

（展開①８分） 

 

Ｓ：インターネットで「ビッグデータ」と検索し

て身近で利用されている場面とデータの収集

方法、データを扱う際の留意点、分析方法と

様々な視点で調べて書き出している。 

 

 

 

 

３ 生徒たちは三人一組の班を作り、班内で共通

のテーマを決定する。その後、個々に調査を行

い、設定した目標を達成できるように考察を深

める。情報技術活用シートの設問２に取り組む

（★）。       （展開②20 分） 

 

Ｓ：複数の Web サイトを参考にして、現在活用さ

れている事例からメリットやデメリットを考

慮して、よりよい活用方法がないかを考察し

記述している。 

 

 

 

◎手立て①「情報技術活用シート」の作成 

 

 

 

○時間に余裕のある生徒に対しては、「収集方

法」「扱う際の留意点」「分析方法」等の視

点について調べるよう促す。ただし、一つの

視点に対して深く学んでいる（調べてまとめ

ている）場合は作業を続けさせる。 

 

 

 

◎手立て②「情報技術活用シート」を用いた協

働学習 

 

 

 

 

○テーマ設定が進まない班に対して、例を参考

にしてもよいと伝える。また、生徒全体に自

由な発想を促すために、固定概念にとらわれ

ないよう声がけを行う。 

○情報リテラシーの観点から様々なサイトから

情報を収集するよう伝える。また、考察は自

分の言葉でまとめるよう伝える。 

 

 

４ 個人で調べたことをもとに、一人３分程度で

班内に説明する（★）。      （展開③10 分） 

 

Ｓ：お互いが自分の調べたことについて、資料を

見せながら説明している。 

 

Ｓ：班員の発表を聞いて自分なりの文章でまとめ

ている。 

 

 

 

 

○説明が伝わりやすいよう調べた内容を画面で

示したり、参考にした Web サイトを用いたり

して説明してもよいことを伝える。 

 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

現在のビッグデータの活用例（データの収集法、取り扱い上の注意点、分析方法）を調べ、

これからのビッグデータの在り方（可能性）を考察してみよう。 



５ 班員の説明を聞いて気付いた点や新たな視点

をふまえ班で決めた共通テーマについて再考察

する。情報技術活用シートの設問３に取り組む

（★）。          （終末①５分） 

 

Ｓ：班員の考察や自分の最初の考察を振り返り、 

新たな視点や気付き踏まえて科学的な見方・

考え方を働かせて再度考察し、記述してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

６ ポータルサイトに本時で作成した情報技術活

用シートを添付する。また、Web アンケートを

用いて授業の全体の振り返りを行う（★）。 

（終末②５分） 

 

Ｓ：情報技術活用シートをポータルサイトに添付

するだけでなく、サイト内で授業の感想や理

解したこと、新たな課題等を自由に記録して

いる。 

 

 

Ｓ：Web アンケートにて、本時の取組の自己評価

を行い、授業全体の感想を入力している。 

 

 

 

 

 

 

○考察が進まない生徒に対して、新たな視点や

気付きを自身で最初に考察した内容に追加で

きる方法がないか問いかける。 

 

 

○自身の考察を深めるために、活用方法を考察

した根拠となる事例も一緒に記載するととも

に、課題点等で自身や班員が気付いた点も記

述するとよいと伝える。 

 

 

◎手立て③「情報技術活用シート」を用いた振

り返り 

 

 

 

○家庭学習や次回の授業での活用を目的とし

て、ポータルサイトに情報技術活用シートを

添付するよう指示する。また、時間が許す限

り、新たな気づきや課題について自ら調査

し、それらをまとめるよう生徒たちに促す。  

              

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                                

◆評価項目 

班で決めたテーマに関して、新たな気づき

や考えを加え、その内容を考察してまとめて

いる。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 



３ 板書計画 

 

 
情報技術活用シートを提示 

「情報Ⅰの振り返り」ポータルサイトを提示 


